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　平成 30 年度予算編成については、
歳入歳出全般にわたり、見直しを行う
一方、歳出については、「第Ⅱ期 南島
原市総合計画」が目指す本市の将来像
に資する事業、「総合戦略」に沿った
人口減少対策あるいは地方創生に関す
る事業を実施する必要があるため、「南
島原市創生特別枠」を設定し、重点配
分を行い、積極的に取り組みます。　
　ただし、本年６月に市長選挙が行わ
れることから、継続的な事業は予算を
計上し、新規事業などの政策的経費は
選挙後に「肉付け予算」として編成し
ました。
　よって、当初予算は、原則、人件費、
公債費、扶助費などの義務的経費や、
管理的な行政経費、および継続中の建
設事業などを計上することとした「骨
格予算」として編成しました。
　その結果、一般会計の予算総額は前
年度に比べ1,193万7千円（0.04%）増
の300億767万２千円となっています。

自主財源 市が独自で確保できるお金

依存財源 国・県が配分するお金や、借り入れで確保するお金

義務的経費 赤ちゃんからお年寄りまでの福祉や借金の返済、職員の給与に
かかる経費など、その支出が義務づけられているお金

投資的経費 道路や施設のように、将来に形を残すものに使うお金

11億9,430万円●市道改良事業
　利便性や安全性の向上のための市道改良工事

●有家小学校校舎建設事業
　仮設校舎の建設、校舎解体など

2億3,297万円

●南島原市学校給食センター建設事業
　実施設計および建設工事

7億1,016万円 ●農業施設整備事業（排水路整備）
　農地災害防止のための排水路整備

1億4,302万円

●口ノ津港ターミナル整備事業
　浮桟橋の整備、ターミナル施設および外構の建設工事

4億3,008万円 ●世界遺産関連施設整備事業
　世界遺産ガイダンス、観光案内所および土産品販売所の整備

1億922万円

9,732万円●住民健康診査事業
　特定検診やがん検診、各種団体への周知活動の実施

●し尿処理施設整備事業
　し尿処理施設のリニューアル工事

3,165万円

●多目的運動広場整備事業
　旧有馬商業高校を多目的広場として整備

4,636万円 ●アートビレッジ・シラキノ事業
　旧白木野小学校へ若手芸術家を招聘し、芸術講座の開催など

2,085万円

●英語教育推進事業
　「英語検定」受験に対する助成、外国語・英語指導助手の配置

4,593万円 ●そうめん産業振興事業
　首都圏へのPR活動や海外への販路拡大など

1,268万円

●国民健康保険事業特別会計
85億円

（増減率  ▲20.9%）
●下水道事業特別会計

7億円
（増減率  ＋13.8%）

●後期高齢者医療特別会計
6億円

（増減率  ＋0.9%）
●簡易水道事業特別会計

0円
（増減率  皆減）

（内　　訳）

99億円
（増減率  ▲28.1%）

■水道事業会計
19億円

（増減率 ＋486.3%）

■特別会計

用語の説明

市　　　税…………
繰入金・諸収入など…

地方交付税…………
市　　　債…………
国県支出金…………
そ　の　他…………

市民税、固定資産税、軽自動車税など
繰入金、使用料および手数料、分担金および負担金、　諸収入、
財産収入、寄附金、繰越金
地方自治体が全国水準の行政を行えるように交付されるもの
国・県や金融機関から借り入れる借金
国・県が認める事業費に対し、国、県から交付されるもの
地方消費税交付金、地方譲与税、自動車取得税交付金、地方特
例交付金、利子割交付金、配当割交付金など

用語の説明

総　 務 　費……
民　 生 　費……
衛　 生 　費……
農林水産業費……
商　 工 　費……
土　 木 　費……
消　 防 　費……
教　 育 　費……
公　 債 　費……
そ　 の 　他……

税務、戸籍、選挙事務など
赤ちゃんから高齢者までの福祉、障害者福祉や生活保護など
各種健康診断や予防対策、ごみ処理など
農林水産振興、ほ場整備や漁港整備など
企業誘致や商工振興、観光振興など
道路や公園、公営住宅の整備など
消防、防災、災害対策など
小中学校教育や幼稚園、生涯学習やスポーツ振興など
市の借入金の返済
議会費、労働費、災害復旧費、予備費

用語の説明
特別会計
特定の事業を行うために特定の収
入をその支出に充てるため、経理
を独立して設ける会計

水道事業会計
水道事業から得られる収入で浄水
や給水などの費用を扱う独立採算
制の企業会計

※平成30年度より簡易水道事業特別
会計を廃止し、水道事業会計へ統合
しました ※（～％）の構成比は千円単位で算出※（～％）の構成比は千円単位で算出

市税
34億円（11.4％）

地方交付税
122億円
（40.7％）

市債
50億円
（16.7％）

国県支出金
60億円

（19.9％）

その他
11億円
（3.5％）

繰入金・諸収入など
23億円（7.8％）

自主財源
19.2%
自主財源
19.2%

300億円

依存財源 80.8%依存財源 80.8%

歳　　 入
総務費　
　37億円（12.3％）

人件費
　（15.2％）

義務的経費
（44.4％）投資的経費

（19.7％）

その他
（35.9％）

その他
4億円（1.2％）　

商工費
6億円（1.9％） 衛生費　29億円

（9.8％）
農林水産業費
19億円（6.4％）

土木費
27億円
（9.1％）

300億円

公債費
29億円
（9.7％）

消防費
10億円
（3.4％）

教育費
38億円

（12.6％）

平成30年度予算は

市民一人当り※

88万7,136円
国保などの特別会計を含めて算出しています
※47,062人（12月末日現在）で計算しています

歳　　 出
一般会計  総額 300  億円（前年比約1千2百万円増）

平成30年度  第Ⅱ期南島原市総合計画重点プロジェクトに関する主な事業

当初予算編成の
基本的な考え方

平成30年度
南島原市の
当初予算

民生費
101億円
（33.6％）


